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1) Dubinは「総合」問屈のディスカッジョンにおいて， これを主張するもの仕 communists
でないまでも collectivistsであると論難レ.私は intellectualfree enterpriserである
























サイモソはク -yツのいわゆる managementtheory jungleの事実を認め
ず， r学派」の存在も認めない。先ず，彼は次の如くいう o この './yポジウム
で r私は経営理論への「マネジメソト 0-;/ステム』アプローチを述べるよう
に依頼された。突のところ，私は不幸にしてこのマネジメ日ト・ γステム・ 7
2) 馬場敬治「経営学と人間組織の問題」昭和田年， 94ペー ジ。






















































4) H. A目 Simon，“Approachingthe Theory of Management ". Koontz， op. cit. 
pp. 77-78 
5) lbid.. p. 78 

























cipants in the same enterprise)であると考えることが大切であるロ総合が， もし行
われるとすれば，それはわれわれすべてが取りかかっている仕事の継続から，理論争経
験的観察に，観察を理論に関連せしめることから成長するのである。め」




























7) lbid.， p. 79 









の主役であヮた。 10年後，私は P ス・アンジ孟ノレス市の福祉局におけるもう一つの実験


















8) この点.H. A. Simon， The New Science 01 Manage帥entDecis日n，19唱I}， p. zlf 
に詳しL、0
9) Simon，" Approaching the Theory of Managemenl "， Koonlz，柑 cit.，pp. 79-80. 




























10) Ibid.. pp. 80-81 なお.March and Simon. Organizations， 1958， p. 48参照。
11) Ibid.， p. 81 




























12) lbz'd.， pp. 81-82 
26 (164) 錦町巻第2号
複雑な体系である。ミサイノレを誘導し，空気抵抗を防禦し，現代のオートメ化
せる化学工場の作業を操作するコ γ トロー ノレ・ γ ステムやコミュユケージョ γ
. vステムもそうである o 人間の頭脳や神経系統もそうである。デジタノレ・コ
ンビューターやそれと共に用いられるプログラム用語やそニター・ V ステムも
そうである。これらナベ亡の純粋科学や応用科学一一一生物学，工学的コ Y トロ













































































13) 1事IIbid.，pp. 62-85 なお， ヨンビュータ戸の経営理論への影響については， H. A. Simon， 
The New S，αence 01 Management Decision， 1960に詳しし、。
14) 拙著「経営学本質論」昭和36年， 12ベ}ジ。













































unified theory of managementは，われわれの求める統一経営理論ではな
く，実はそのー構成要素たる管理理論にすぎなし、からである。彼の見解はすで
に詳しく紹介したように，先ずアメリカ経営学を大観して，これを(1)経嘗過程
学派， (2)経験学派， (助人間行動学派， f会)社会体系学派， (司決定理論学派， (6)数
理学派に分析し，統一的経営理論を(1)の立場から imanagingの過程を取扱う
独立の学問」と見，それは managersの職能一一計画，組織，人員配置，指
導，統制一ーの中に independentand separable core of theoryをもっと考
えるpである町ロしかし，問題はその management，managing，-managerの
16) 同様な見解をユンカー スト{プにも見得る。 H.K. Junckerstorff.“Zum Kampf der 
Lehrmeinungen in den USA"， Zeitschrijt fur Hetriebswげ tschajt，34. ]ahrg.， 
No. 2， 1964， S. 117 
主7) Koontz， opαt.， pp. 262， 236 












































ロ) サイモY の古典派批判の正当性 +イモY が現代の組織理論や管理理
論の発展史上如何に画期的な貢献をなし，如何なる地位壱占め呂かについては
すでに述べたし，また今日では周知のところである o サイモγが主張する記述










問題を humanresources c1)考察に限定す丙きであると主張する。 Kootitzand O'Donnel， 
P円 nαTles-01 Managernenl， 1959， pp. 45-46. 
25) H. A. Simon， Administrafive Behavior， 2nd ed.， 1957， p. 20宜 J.G. March 
and H. A. Simon， 0培 'an'izatz"o間， p. 12ft.; Koontz;噌.αf.，p. 110 





































ところで，組織理論において根本問題はλ ーナードの cooperativesystem 
を直ちに organizationと解するか，それともパーナードのように両者を区別
して組織を厳密に解するかである酌 3 この点サイモyはパーナードと異なり，












関) ζのJ鳥抽杭バーナード組組濯論の経官学的意義， r彦根論叢」目号，昭和73年10月， 26-
29ペー ジ書照。
29)馬場敬治 バー ずー ドの組織理論と其の批判(上)r米国経堂学(上〉経営学全集3J昭和31
年， 33ペー ジ以卜書照。
3の 馬場敬治，世蛍学の中b内容としての組織理論についてf-rp，む a巻1号ふ 6へー ジ，とにお
同.人間組織の研究位於ける伺後暗展開月調1;:. r..p~宜J ， 5 巻 7 号， 6へー ジ審問b
目) 総合問題四ディスカッジ奇y-!:-;t.，}ける， P" Vj'，.M拙官¢需冒膨 Ko四 .t;:，.op.cit.， p. 107 





















































32) パー ナー ドを如何に読むかは問題である。われわれはこれを経官学的に読むのである@この，乱
については，上掲拙稿.28ペー ジ参照。












ある間 o ここにおいて初めてグ -yツの主張が生かされ，サイモyの見解をも
受け容れられ呂。また，かのγγポグウムにおける「役にtつ経営理論|への
要求も満足されるこιとなる。経営学は常に課題性においてあるといわねばな
らない。
33) 拙著「経営学本質論」と「経営学要論」とはこの問題を解明せんとしたものである。
34) これらについての詳細は，拙稿，経由学のぶ質，平井泰ぶ師綱「経省学」昭和40年，第2章参照。
